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	　開会あいさつ。

　それでは、前回の議事録の確認をお願いいたします。
　訂正や誤りなどございませんか。
　ありませんか。

（「ありません」の声あり）

　なければ、後程、署名をお願いいたします。
　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　河津先生には、またしばらくの間ご苦労をお掛けすると思いますが、よろしくお願いいたします。
　今、委員長さんからお話がありましたように、旧郡部の方では、ほとんどの学校が最後の運動会ということで、取組みをしておりまして、課長と二人で３校回って参りました。桜竹小は自分が初めて教頭になった年に勤めた学校ですが、100人いた子ども達がほとんど三分の一位に減っておりまして、残念ながら来ている方も少なく、最後の運動会で多いかなという期待もあったのですが、ちょっと寂しい運動会だなと思いました。
　丸山小にも参りましたが、やはり最後の運動会ということで、色々出し物を工夫しておられたようです。
　朝一番は大明小学校の初めての運動会でしたので、行ってみたのですが、やはり子どもの数も増え、中学生も参加しておりまして200名位の運動会でございました。やっぱり観客の方も増えておりますし、歓声を大きく、来年はもっと小中連携のある運動会が展開されると思います。　ぜひ、統合の学校の発足がいい方向で転び出すようにして行きたいと思っております。以上です。
　ありがとうございました。
　ただいまの教育長の報告について、ご意見などございませんか。

　ありませんか。なければ議事に入ります。
　議案第76号　旧日田市立小山小学校の建物及び用地の変更についてと、議案第77号　旧日田市立静修小学校の建物及び用地の変更について、この二つを合わせてお願いいたします。　
　まず、議案第76号でございます。
　旧日田市立小山小学校の建物及び用地の変更でございます。地域振興課へ所管換えをするものでございます。1ページにありますように校舎２棟、渡り廊下、プール付属室の建物４棟、それから、その他施設といたしましてプール、土地が１筆で2,950㎡でございます。３ページになりますが、土地の図面でございます。1350-1この赤で囲まれている部分の土地を所管換えするものでございます。4ページ以降に写真を入れておりますが、この小山小学校校舎につきましては、旧校舎をそのまま保存した状態にしております。この校舎を地域振興課の方で地域の福祉活動の拠点施設として利用するということで、今回改修を予定いたしております。その改修後につきましては、地域イベントの行事開催でございますとか、保育園、幼稚園の子どもさん方の遠足場所にしたり、また福祉に配慮された学びの空間、或いは宿泊施設を設けまして、自然と触れ合えるような施設として改修をしていくということで、この度地域振興課の方に所管換えするものでございます。
　続きまして、７ページでございます。
　議案の第77号　旧日田市立静修小学校の建物及び用地の変更でございます。こちらにつきましても地域振興課の方に所管換えをするもので、建物が全部で10棟、それからプール、土地が16筆で土地の面積が約11,586㎡位ございます。こちらの10ページの方に地籍図を付けさせていただいております。赤で囲まれております学校用地について、所管換えをしようとするものでございます。所管換えをしようとする建物の写真が11ページから14ページに掛けまして掲載させていただいておりますように、校舎それから倉庫、プール等全て所管換えの予定といたしております。この施設につきましては、今地域の方で利活用について協議を進めておりますが、非常に耐震性の低い建物でございますし、利用ができないという面から早急に取壊しをしたいということで、今年度の９月の補正予算の中で取壊しの予算が付きましたものですから、これを所管換えして、早速取壊しに掛かるということで、地元のみなさんからのご要望で、そういった形をとっております。以上でございます。
　ありがとうございました。

　それでは一つずつ行きましょう。

　ただいまの議案第76号　旧日田市立小山小学校の建物及び用地の変更について、ご質問などございませんか。
　小山小学校の建物は、条件によっては地域の方が活用されるというお話でしたが、学校で使用していた場合の耐震化率の基準と、地域のコミュニティで使う場合の耐震化率の基準は違うのでしょうか。それとも、学校として使用する分の耐震化率まで高めないと使えないということでしょうか。

　学校施設については、いわゆるIs値という耐震指標がございますけれども、「0.7まで上げなさい。」というのが文科省の指導でございます。通常の建物については0.6まであれば良いということでございますので、これは国交省の指導で0.6ということで少し差があって、通常の建物は0.6超えておれば良いという基準になっております。

　小山小の場合は、結構昭和27年と言うことは、60年近く経っているわけで、これは耐震性はどうですか。

　いわゆる耐震指標が木造の建物の場合、通常耐震診断等をするようなものではないのですが、おそらく相当老朽化していますので、改修に当たっては、それなりの耐震補強が必要になってこようかと思います。そういった改修になると思います。
　そして、この建物を崩さずに利用するわけですね。
　はい、また改修して壁面等も全て内装から改修しまして、利用できるようにすることになっております。
　相当費用が掛かるでしょうね。
　かなりの改修といいますか、全面的な改修をしないといけないと思います。それから宿泊棟については、今ある校舎に付けた形で別途棟を設けまして、そちらを宿泊棟にする計画になっているようでございます。
　この学校を見たことがありませんが、何か趣のある建物ですね。

　風格がありますね。

　今は全然誰も使っていないわけですね。

　はい、今は何も使っていない状態であります。

　これが生きてくるならありがたいですね。
　
　小さな体育館がありますよね。
　おそらく、既に取壊しをしていると思います。

　教育委員会としては、移管したあとはもう口の出しようが無いということですね。こういったものに使って欲しいとか、壁面をこういう風にして欲しいとか、一切移管した限りはお任せですよね。
　そうです。
　議案第76号については、議案のとおりでよろしいでしょうか。
（「はい」という声あり）
　なければ原案のとおり議決いたします。

　次に議案第77号　旧日田市立静修小学校の建物及び用地の変更について、ご意見ございませんか。
　静修小学校も風格のある立派な建物ですよね。ここはあと何をするのですか。
　まだ正式に決定はしていないのですが、地元としては公民館用地として、利活用できないかというような協議を進めております。

　これも所管換えですけれど、よろしいでしょうか。

　（「はい」という声あり）

　なければ、議案第77号について、原案のとおり議決いたします。

　議案第78号　旧日田市五馬市教職員住宅跡地の変更について、お願いします。
　議案の第78号でございます。
　五馬地区の小学校の統合に伴いまして、来年度から五馬市小学校に新しい小学校を開校する予定としております。そのため、塚田、出口地区の方からスクールバスで生徒が通学して参ります。
　現五馬市小学校の校地内には広い場所が無いものですから、16ページの図面にございますように、赤で囲みました2443-3というこの場所が、旧教職員住宅が建っていた場所で、市の所有地でございまして、総務課の管財係で管理しておるものでございます。こちらの方を整備しまして、スクールバス乗降場所並びに車庫としてこちらを使おうと、総務課の普通財産から教育委員会に所管換えをしようとするものでございます。９月の補正予算の中で、整備費について補正をいただきましたので早速整備に掛かって参ります。

　17ページの図面がございますが、少しわかりにくいかもしれませんが、緑の草に覆われた部分がございます。道路から少し盛り上がっております。２ｍ近く盛り上がっておって、面積的にも1,300㎡ほどありますので、盛り上がっている土を全て除去して平地にした形で、駐車場並びに乗降場所として使用する予定にしております。以上でございます。
　ありがとうございました。

　ただいまの、議案第78号　旧日田市五馬市教職員住宅跡地の変更について、ご意見、ご質問はございませんか。
　図面から学校はわかりませんか。

　学校は市道を挟んで上側になりますけれども2051-1とか2043、2054-1など道路の北側になります。他に2054-5、2053-2、2040-2、2041-2この辺りになります。

　校舎の道を挟んで向かい側ということですね。
　他にご意見ありませんでしょうか

（「ありません」という声あり）

　なければ、議案第78号　旧日田市五馬市教職員住宅跡地の変更について、原案のとおり議決いたします。
　議案第79号　旧日田市小野公民館の建物及び用地の変更について、生涯学習課お願いします。
　生涯学習課でございます。
　19ページ、議案第79号　旧日田市小野公民館の建物及び用地を次のように変更するものでございます。
　平成21年３月に旧南小野小学校跡地に小野公民館が新築完成いたしまして、平成22年度予算で建物を解体いたしました。したがいまして、今回その建物の滅失手続きとその公民館用地と駐車場用地を総務課の普通財産ということで所管換えするものでございます。
　次の20ページに図面が入っております。真ん中の広いのが小野川でございまして、上側の方が小野小学校の少し上になります駐車場になります。それから河川の下側の1963-2番地が小野公民館の前あった所でございます。
　21ページの写真で縦に見まして、左側が解体の終った小野公民館用地でございます。右側1653-2が駐車場用地として小野小学校の上側に田んぼを用地買収いたしまして、駐車場用地を確保しておりましたので、今回全部新しい公民館ができましたので、総務課の方に普通財産として、所管換えするものでございます。以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの議案第79号　旧日田市小野公民館の建物及び用地の変更について、ご意見などございませんか。
　この二つの跡地は図面で見ると、川を又越しているようですが。
　はい、元々旧公民館は小野村役場で、小野振興センターだった所を公民館にしておりました。これは字図ですので書いてありませんが、真ん中に橋がありまして、駐車場が全然無かったので、橋を渡って駐車場に水田を購入しました。この先に小野小学校がございます。元々公民館にとして、駐車場が足りないということで、購入いたしました。左側２番目の写真に小野小学校と橋が写っていると思います。
　議案第79号につきまして、よろしいでしょうか。
　なければ原案のとおり、議決いたします。
　議案第80号　日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱について、お願いします。
　生涯学習課でございます。
　議案第80号　日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱についてでございます。
　今回中央公民館の運営審議会の委員さんが、平成21年４月より平成23年３月31日まで任期がございまして、今回再任もいらっしゃいますが、10名の方を新しく公民館運営審議会委員に委嘱するものでございます。
　渡邊さんから名前がございますが推薦日のところに日付を打っていない方につきましては、平成23年から引き続き２年間に任務を委嘱するものでございます。三笘さん、穴井さん、和田さん、梶原さん、森山さんにつきましては、新年度各団体から推薦が上がってきたものでございます。これにつきまして、任期は平成23年４月１日より平成25年３月31日までの２年間となるものでございます。
　今回議案の提出が遅れたことにつきましては、平成22年度当初、平成23年より中央公民館を生涯学習課と合体いたしまして、「社会教育センター」ということで計画をしておりまして、一応平成22年度で中央公民館運営審議会を解散し、これに代わる社会教育委員さんの任期がございますので、日田市全体の社会教育、生涯学習を社会教育委員さんに担っていただく計画をしておりましたが、中央公民館が残りましたので、その後協議をいたしまして、２年間の任期で今後計画といたしましては、平成23年度中にこの中央公民館運営審議会につきましては、発展的解散と言いますか、平成24年度からは社会教育委員さんが日田市全体の中央公民館を含めた生涯学習の諮問なり計画の審議をしていただく形で計画いたしますので、今回提出が遅れたものでございます。以上でございます。
　ありがとうございました。
　議案第80号　日田市中央公民館運営審議会委員の委嘱について、ご意見、ご質問などございませんか。
　社会教育関係者が６名ですね。これは各団体の会長さんですか。
　会長とは限りません。そちらの団体に推薦依頼をいたしまして、他の委員への推薦などとも振り分けをしていただいたところで、副会長さんが選ばれたという場合もございます。
　会長さんばかりだと、いつも同じメンバーになりますからね。違う方がいいですね。
　石松さんだとか、森山さんだとか学識経験者となっていますが、どういった学識経験者ですか。
　いつも学校教育関係者、社会教育関係者、学識経験者としておりますけれども、例年色んな団体からとしておりますけれども、自治会連合会と市議会教育福祉委員会の二つの団体から、これまで例年学識経験者ということで推薦をいただいたところでございます。
　副会長さんですか。
　石松さんは自治会連合会の副会長でありますけれども、社会教育委員の方に岩里自治会連合会の会長さんがなっておりますので、２つの会に同じ人とならないように、別の方を推薦していただいております。
　社会教育関係者というのは、社会教育委員というわけでもありませんね。
　この方々の中で、３人はダブっております。したがいまして今までは、中央公民館運営審議会は年間の中央公民館事業の中の計画を諮問していただいておりまして、組織は違っておりましたが、生涯学習課が推薦いただいた社会教育委員さん方も小中学校の代表、連合育友会、女性団体連絡協議会、文化連絡会、自治会連合会、市議会ということでそれぞれ選出をいただいておりますので、この中で３名の方はダブった人がしておりますので、先程申し上げましたように計画としては、平成23年度中に整理をいたしまして、平成24年度からは社会教育委員の方々に生涯学習課、中央公民館を含めた事業の計画とか審議をしていただこうかと計画しております。
　社会教育委員さんになると、社会教育関係者の中で副会長とかでなっている方は入らなくなるわけですか。会長さんばかりになるわけですか。
　それは推薦団体にお願いしますので、役員会で決めて他の団体が無ければ会長さんが出ていただく、図書館運営審議会などいくつか団体にお願いすることがありますので、会長には限るわけではありません。
　わかりました。他にございませんか。
（「ありません」という声あり）

　それでは、議案第80号つきまして、原案のとおり可決いたします。
　議案第81号　日田市伝統的建造物群保存地区保存条例施行規則の一部改正について、文化財保護課お願いします。
　議案第81号　日田市伝統的建造物群保存地区保存条例施行規則の一部改正について説明をさせていただきます。
　24ページの一番下に理由を書かせていただいておりますが、放送法等の一部を改正する法律が昨年施行されました。またこれに伴ないまして文化財保護法施行令が改正されましたので、これに準じて所要の措置を講ずるものであります。
　23ページに戻っていただきたいと思いますが、この規則につきましては上の欄に改正前が書いておりますが、都市計画事業等の特例に係る行為というものをこの第６条の中でうたっております。その特例といいますのは、条例第７条に規定する教育委員会規則で定める行為は、次のとおりとするということになっておりますが、この条例第７条は何をうたっているかと申しますと、この都市計画事業等の特例に係る行為については、「教育委員会にその旨を通知しなければならない。」と、条例ではうたっているところです。通常の事業等でやる場合につきましては、申請をなして許可行為ということになるのですが、ここで一定の行為については、「許可ではなくて通知をしなければならない。」特例をこの規則で定めているところでございます。内容的には６条の中に改正前につきましては１号から23号まであるわけでありますが、その中で先程申しました放送法、電気通信法等に関連する法につきましては、19号から21号までとなっております。19号につきましては、有線放送電話に関する法律ということで、これは法改正の方が統廃合されましたので、この規則の中に17号の方へ一緒に含まれますので、この19号については削除をすると、24ページにいきますと20号の有線テレビジョン放送に関連する分につきましては、左側の19号放送法等に関連するという部分に含まれてきます。それから21号の放送法につきましては、左側の20号放送法第２条第２号に規定する基幹放送等に関連していくことになります。それから、右側の22号、23号につきましては21号、22号と言う風に一つずつ繰り上がることになります。
　25ページと26ページにその関連の資料を付けております。25ページにつきましては、文化財保護法施行令の改正新旧を付けさせていただいております。それから26ページにつきましては、現行法の体系と新たな法体系ということで、左側の通信、放送と書いてあります従前の法体系から右側の方の法体系に整理統合されることでご理解いただければと考えております。
　したがいまして、文言は変わりますものの規則で定めております特例の行為そのものには、大きな異動は無いとご理解いただければと思っております。以上でございます。
　ありがとうございました。
　議案第81号　日田市伝統的建造物群保存地区保存条例施行規則の一部改正について、ご意見、ご質問はございませんか。
　ちょっと判りにくかったのですが、伝統的建造物群施設に関係したところに放送網というか、それに関して「放送法」が変わったので、条例にも関係性があるからということですか。あえてこの場に出したというのは。
　はい。そういうことでご理解いただいて結構です。
　
　議案第81号につきましては、原案のとおりでよろしいでしょうか。
（「はい」という声あり）
　それでは、議案第81号につきまして、原案のとおり議決いたします。
　議案第82号　財産の取得について、文化財保護課お願いします。
　議案集の27ページをお願いします。
　以前より説明をさせていただいておりますが、史跡小迫辻原遺跡の保存整備用地として、取得を今年度進めているところでありますが、今回ここにあげております、９名の方の土地の取得につきまして、説明させていただきます。図面の方で説明させていただきます。
　30ページをご覧ください。黒い四角で囲んでおりますのが、今回取得をするところでございます。27ページに一番から簡単に説明いたしますと、所在につきましては大字小迫で1175番の2、同じく1216番、1217番、1218番、1219番、1220番の1、1220番の2、1223番の1、1224番、1236番、1189番の1、1362番の1、1363番の1、以上の取得をするものでございます。以上でございます。
　ありがとうございました。ただいまの議案第82号　財産の取得について、ご意見、ご質問はございませんか。
　これは、毎年計画的に公有化しているのですね。価格は昨年と同じですか。

　１番から８番までが、㎡単価3,600円で、昨年と同じ価格での鑑定評価をいただいております。それから９番につきましては、畑の部分と現況が山林の部分がございまして、畑の部分は現況が原野ということで９番の①につきましては、1割減の単価、②③につきましては、山林でございますので㎡単価500円ということになっております。１番から８番までが㎡単価3,600円。９番につきましては、今説明しましたような価格です。
　山林になると安いですね。
　500円も付けば立派です。

　前に聞いたことがあるかもしれませんが、白い所はまだ所有者が個人であるということですか。
　そのとおりでございまして、30ページの図面の中で大きく赤で囲んでいる部分が、平成25年度までに用地を購入しようとしている予定地でございます。また、色の入っていない白い部分につきましては、平成24年度、25年度で買収を予定しているところです。
　ただ、色が入っておりまして、黒四角で囲んでいない部分が、図面で言いますと一番上に小さい1240-1というのがございます。それから、左の一番下に1214-2、1215-2というのがあります。これにつきましては、現在協議をしているところでございます。一応ここまでいけば平成23年度予定購入は、終了するところで今進めております。
　では、段階的に行くと言うことで、まだ余白地があるのですか。
　それとも、たとえばゴネられているとか、所有者が見つからないとか、別の理由があったりするのですか。
　ひとつ個人的な理由で、購入を最終年度に回していただきたいとのお願いが入ってきておりますが、それ以外の所については、特にそういう問題で、所有者がないとか、非常に購入が難しいとかはありません。
　価格的には妥当ですね。
　高い方でしょう。安いということはないです。
　ご意見はございませんか。よろしいでしょうか。

（「はい」という声あり）

　それでは、議案第82号につきまして、原案のとおり議決いたします。
　議案第83号　日田市スポーツ振興計画について、スポーツ振興課お願いします。
　スポーツ振興課でございます。

　今回策定するスポーツ振興計画は、日田市のスポーツ振興の指針となるものでございます。今年の６月に教育委員のみなさんと意見交換を開催させていただき、貴重なご意見をいただいてところでございます。また、本日勉強会でご説明させていただきましたので、ここでの説明は簡単にさせていただきます。
　それでは別冊資料のスポーツ振興計画をお願いします。まず１ページの第１章は「計画の概要」でございまして、計画策定の趣旨といたしましては、スポーツ振興計画を策定しまして、日田市のスポーツを総合的かつ計画的に推進していくものでございます。２ページ、３ページに計画の位置づけと計画期間が書いてあります。日田市市総合計画の個別的計画として策定いたしまして、計画期間は平成24年度から平成33年度までの10年間とし、５年目の平成28年度に見直しを行うことにいたしております。それから、４ページにスポーツの定義を記載しております。本計画では「生涯スポーツ」、「競技スポーツ」、「学校体育」、「レクレーション」の内、体を動かすものをスポーツとして定義させていただいたところでございます。
　続きまして、第２章ということで、５ページからでございますが、「本市スポーツの現状」を記載いたしております。日田市の人口や高齢化率、児童や生徒数の推移、スポーツ施設の利用状況などを記載しておりますので、あとでご覧いただければと思っております。
　15ページをご覧ください。第３章の「スポーツ振興の基本的な考え方」でございますが、まず１点目の計画の基本理念といたしまして、スポーツは市民が元気で夢と希望の持てるまち作りの役割も担っているというようなことから、この四角で囲んでおりますが、「スポーツを通して人が元気、まちが元気・・・ひた」を基本理念といたしております。
それから振興方策の視点と目標でございますが、本計画はスポーツをする人、見る人、支える人に視点をおきまして、３つの目標を設定いたしました。16ページにイメージ図がございますけれども、この３つの視点と目標がそれぞれ双方に連携いたしまして、基本理念の実現を図るものでございます。17ページに基本理念と３つの目標、そして、11の施策を体系化いたしております。
　19ページの第４章になります。第４章では「これからのスポーツ振興方策」でございますけれども、ここでは３つの目標に対します現状と課題、それから具体的な施策、その施策を実施する実施主体を挙げております。まず、「健康・体力・人・きずなづくり」の目標に関しましては、具体的な施策といたしまして、21ページの方に掲げておりますけれども、生涯スポーツの推進によりまして、市民誰もが手軽に取り組めるような施策を行なうようにいたしております。また、次のページの競技スポーツの推進につきましては、優れた選手の発掘育成や指導者の養成、確保などに努めるようにいたしております。さらに23ページの「スポーツ教室・イベントの開催」につきましては、スポーツのきっかけとなるような具体的な施策を４つ挙げておるところでございます。続きまして、25ページになりますけれども、２つ目の目標でございます「スポーツ活動のための基盤づくり」の具体的な施策でございます。これは27ページに記載しておりますけれども、大きくは指導者の育成と確保、スポーツボランティアの育成確保に努めてまいることにいたしております。さらに28ページでは情報提供の充実ということで、スポーツ情報の１元化やインターネット予約など、システムの構築を図りながら積極的に情報発信を行なうことといたしております。さらにスポーツ関係団体等の連携といたしましては、行政とスポーツ関係団体の連携を図るために拠点を整備いたしまして、スポーツ振興の一体的推進を行なうとともに、29ページではスポーツ施設の整備ということで、身近なところで利用できるように既存施設の有効利用や施設のバリアフリー化を図っていくようにしております。つぎに「都市と交流・魅力づくり」の目標でございますが、この具体的な施策といたしましては、32ページに記載しております。大規模スポーツイベントの開催とスポーツツーリズムの振興を大きな施策といたしまして、競技レベルの向上やスポーツによる交流を推進することといたしておるところでございます。
　続きまして、第５章でございますが「重点戦略プロジェクト」ということで、スポーツ振興計画は計画期間が10年でございますけれども、その内、前期５ヵ年で早期に取り組む必要があるものや他の施策への相乗効果が大きく期待されるものとして、４つの施策をここに掲げております。１つはスポーツ振興拠点プロジェクト、２つ目が健康・体力づくりプロジェクト、それから３点目がスポーツによる交流推進プロジェクト、４点目が施設整備プロジェクトでございます。こちらはそれぞれのプロジェクトに基づいた事業を展開するような形にしているところでございます。
　それから第６章になります。第６章では「計画の実現にむけて」ということで、本計画を実効性のあるものにするために、関係機関と連携しながら進めて行くと、いうことにいたしております。

　以上スポーツ振興計画の概要説明を終らせていただきます。
　ありがとうございました。
　ただいまの議案第83号　日田市スポーツ振興計画ついて、ご意見、ご質問はございませんか。
　午前中も勉強させていただきまして、全体的に立派にできていると思います。また、委員の意見も取り入れてくださいまして、ありがとうございました。
　みなさんもご意見ございませんか。

　午前中も勉強させてもらったので、今まで色々お尋ねしたところですが、これだけ立上げで立派な計画書ができていると逆に計画書に溺れてしまうと言いますか、浸透するのに壁が生じたりとかありますが、ぜひ策定委員の方とかスポーツの協議関係者、スポーツを行なう対象者が円滑に競技ができて達成できるように、それが小学生であれ、お年寄りであれ、県外の方であれ、どこかそこのキーパーソンの方を上手に使って、この計画書を生かしていただければと思います。
　他にございませんか。
　なければ、議案第83号について原案のとおり議決いたします。
　よろしくお願いいたします。

　続きまして報告事項に入ります。
　寄附採納報告（平成23年８月期採納分）お願いします。
　それでは議案集の31ページをお願いいたします。

　報告第16号、平成23年８月期分の寄附採納についてでございます。

　まず、香典返しが２名２件ございました。１万円を小野小学校へ、２万円を大明中学校へいただいております。それから、地区寄附といたしまして、石井小学校にグラウンドゴルフの４ホールセット、６万２千４百円相当でございますけれども、寄附いただいております。合わせまして、３件で９万２千４百円相当の寄附を８月にいただいておりますので、ご報告いたします。
　ありがとうございました。

　ただいまの寄附採納報告に付きまして、ご質問などございませんか。

　ありませんか。
（「はい」という声あり）
　ありがとうございました。

　それでは次にその他に入ります。
　10月期定例教育委員会会議日程について、お願いします。
　10月につきましては、26日の水曜日３時からを予定いたしております。その前に１時半から勉強会を一応予定しております。日程の変更があります場合には、早めに協議させていただきますので、よろしくお願いいたします。
　10月の定例委員会は10月26日、午後３時からということです。日程が変わる場合もございますね。よろしくお願いします。
　他にはありませんか。

　今日の新聞にも出てましたように、三隈川の水量を増量するための実験として「フラッシュ放流」といって、大山川のダムを一次的に段階的に放流していただこうというお願いをしています。おととい１回目のフラッシュ放流実験が行われまして、その時放流量が10トン、全部調べたところですね、ダムの近くでは20数㎝、隈裏付近でも５、６㎝、増量が見られています。で、10ｔでそうなわけで、明日29日と３日と６日にかけて４日間連続で20ｔ、30ｔ、40ｔと増やしていきます。単純計算でいくと40ｔ放流すると三隈川付近でも相当川の水位が上がることになります。
　もしできたら、ちょうど小学校の下校時間、特に、10ｔ放流して感じたのが、この時間とこの時間に測定してくださいという時間、最初に行った時は全然変っていなかったんです。それが１回家に帰って、「変化なし」と書いて、夕方もう一度行ってくれませんかと連絡があって、行ったら５、６㎝増えているんです。ちょうど子どもが帰る時間から、帰って暗くなる頃が一番増えるのかなと、特に気を付けるのが若宮、日隈、光岡の一部、あの辺の所がかなり、特に、40ｔの時にはすごいと思いますので、洪水まではならないにしても、もし注意喚起ができれば。
　ご指摘ありがとうございます。
　実は数年前に三芳の子どもが沈み橋の所から自転車ごと落ちるという事故がありまして、あそこは三芳の子どもに危ないところがあって、一昨日の26日に見に行きました。担当の方がいらっしゃって、「今日はたいしたことはありません。」と、確かに私も見ていたんですが、「少し増えているかな。」という位でした。ただ、各学校長宛にはですね、学校の実情に応じた指導をお願いしております。とりわけ10月６日は４倍の水量が来るので、単純計算でいくとその時の４倍増えるということで、各学校長宛には注意喚起をしたところです。３日の校長会では、またさらに口頭でお願いをしようと思っています。
　20ｃｍといえば、立っている子どもはそのまま流されると思います。
　瀬であればですね。
　もうひとつですね、10月を前に人事異動がありましたので、次長の方から。
　教育長からお話がございましたが、10月１日付けの人事異動の内示が昨日ございました。今日の新聞にも一部報道がございますけれども、内容についてご報告を申し上げたいと思います。
　　
　　　　（以下、10月１日付け人事異動について概要報告）
　　　　　　　　　　　
　スムーズに引継ぎができますようにお願いいたします。

　お手元に10月の行事日程表がございますが、１日から咸宜園教育研究センターの展示ルームで特別展を開催いたします。
　内容は11月に行います私塾フォーラムに合わせまして、西日本の私塾EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいけい),青谿)書院、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうじゅ),藤樹)書院、それから大阪にあります緒方洪庵さんの適塾、山口県萩市にあります松下村塾、それから咸宜園、今日水曜日を利用いたしまして現在展示替えをしております。本来であれば今日視察をしていただいた後に見ていただければ良かったのですけれども、今朝、山口の松下村塾は、品物を借りに行って、今まさに準備をしております。チラシができましたら、教育委員さんにもお知らせをする予定でございますが、記者さんに合わせてなるべく早い時期に新聞に出した方がよかろうということで、30日の金曜日午後４時から内覧会を行なうことにしております。うちの職員が説明を申し上げますので、もし教育委員さん方お時間があれば30日の金曜日午後４時から内覧会にお出でください。展示品は緒方洪庵さんが実際に使っておりました「煙草盆」、これは30年ぶりに九州に来るそうです。また、長三州さんが書いた石碑の原文になったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいけい),青谿)書院記ですとか、九州に初めて来る史料もたくさん予定しておりますので、ぜひお越しいただければと思っております。以上でございます。　　　　　　

　いつまで、あるのですか。
　11月の29日までです。

　先程、委員長がおっしゃっていましたけれども、今日給食センターを見せてもらいました。時々、前を通っておりましたけれども、中に初めて入りまして、建物も立派、設備も機械も立派、職員の方も立派、ユニフォームも立派、できたご飯も立派で感心しました。271円ということでお金をとったことも感心しました。私はとてもすばらしいと思っています。
　私たちの世代では都会では給食が小学校２，３年生の頃には始まっていたと思いますが、私たちは１回も給食を食べることはありませんでした。同級生で弁当を持って来られない同級生もおりました。昼になると静かに姿を消したりだとか、涙ぐましいことをする者もおりまして、それを思い出しました。あんなおいしいご飯を食べられる今の子どもは本当に幸せだと思いました。また、作っている施設とか職員の態度もさすがと思いました。
　私も給食センターの件で、資料を見ておりましたら、栄養士さんは県の職員なんですね。市の職員ではないのですね。
　何校かの給食を作っている共同調理場については、県から職員の方を派遣していただいております。日田センターは栄養教諭と栄養職員という肩書きの方、つまりは教壇に立つような先生が１名、いわゆる「栄養士さん」といわれている方が１名、県から派遣をいただいております。それから、旧郡部にあります天瀬の共同調理場、大山の共同調理場、前津江の共同調理場に栄養士さん１名ずつおりますけれども、これも共同調理場ですので、県からの栄養士さんの派遣をいただいております。あと、中津江小学校、上津江小学校、津江中学校につきましては、単独校、学校に付いた調理場でございますので、市で手当をさせていただいているところでございます。
　はい、わかりました。ありがとうございました。
　他に意見はございませんか。
　給食センターのことでお伺いしたいことがあったのですが、以前育友会でお伺いした時に給食費の滞納が多いと聞いたことがあって、他の校区はどうかわかりませんが、咸宜校区では各町内の子ども会で集金をしています。つまり、保護者同士なんですが、最近になってトラブルが幾つか起こってて、一つは滞納の方が増えているんですね。そして、その理由がそこのお父さんが出てきて、「震災で仕事が激減してしまって、払えるわけがないやろうが。」と怒るらしいですね。保護者同士というのは、ものすごくそこが難しいですよね。そういう風になった時には町内の子ども会としては、手を引くと申しますか、学校の方に直接その辺はお話をしてください。と渡してしまうんですね。
　それから、もう一点、長期に渡る不登校のお子さんには、給食を止めるということがあるんですかね。その時に、そういう内情は当然知りませんよね。他の保護者は知りませんから、他の子どもたちと同じように子ども会費と給食費は一緒に集めますので徴収に伺うんですが、最後は向こうも良い気分はしないと思うのですが、「家の子は行っていないので、払わない。」と怒ってしまって、集金に行く人は一生懸命もらいに行くんですけれども、その保護者同士のお金の問題はすごく難しい問題があると思って、その時にどうするのが一番正しいのか、保護者同士では解決しかねる部分を持っているのですけど、「学校にお任せ」ということでいいのでしょうか。ものすごく苦労している保護者の方がいらっしゃるものですから、ちょっとここでご相談です。
　その件につきましては、私どもの方にもお話がございます。保護者同士の関係がございますので、なかなか難しい形になることもあります。そういう場合は、一応学校の方に話をしていただいて、学校の方から私どもにもその話をいただく。
　その後につきましては、学校給食センターと学校の方でお話をさせていただいて、どういう取り組みで納入をお願いするかお話をさせていただいております。震災の関係等もあって、お仕事がなかなか無くて、厳しいというお話もありますので、そういうところについては学校を通じまして、保護者の方にそれ相応の制度についての説明をして、「何とかそちらの方をご利用していただけないか。」というようなこともお話をさせていただいて、学校教育課の方も一緒になって対応させていただいているところでございます。

　不登校の子どもの件ですけれども、給食を確かに止めます。長期に渡る場合はですね。これ非常に難しいのは、行き渋りが始まった段階で給食を止めてしまうと、「もう来なくていい、ということですか。」というようなトラブルが予想されるので、当事者の保護者さんと学校の方で給食を止める、止めない、の協議をしてくださいという指導をしております。確かにずっと行けない、時々ぽっと来た時に、一人分の給食は学校の方で何とかなるんですね。残念なことですが、不登校の状況がずっと続いている子どもについては、原則給食を止める、そして給食費については保護者さんの好意によって集めていただいておる、そのおかげで日田市の場合は滞納が他市と比べて、振込み制度の所と比べて少ないと聞いておりますけれども、保護者さんの好意によって集めに行っていただいた。けれども、「うちは不登校だから払わん。」というのを同じ保護者さんに言いづらい。その辺は今初めて分かりましたが、学校はその状況を把握していると思いますので、校長会等を通じてその辺のお話をしておきたいと思います。
　ありがとうございました。
　ありがとうございました。よろしくお願いいたします。
　他にはございませんか。よろしいでしょうか。
　これで９月の定例会を終了いたします。お疲れ様でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時刻：午後４時３３分
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